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船舶振興会補助事業

'Mパンナム

クリッ"いカップ予選

今年8月4日より8月19日までハワイ諸島を舞台と

して行われる'84パイナムクリッパーカップの国内予

選が，西と東に分けて3月下旬より4月下旬まで行わ

れました。

ここで，本誌1月号より4月号まで毎回誌面にて報

告してきました内容を振り返ってみたいと思います。

1月号予選要領

ナショナルチーム選抜の予選を下記の要領で行いま

す。

1.チーム

2チーム（6艇)……Eチーム,Wチーム(仮称）

Eチーム：東海，駿河湾，関東，北海道支部所属艇

を対象

Wチーム：内海，西内海，近畿北陸，玄海，沖縄支

部所属艇を対象

ただし,Eチーム･Wチームとも補欠艇を各1艇選

抜する。

2．日時

4/初～4/末（詳細は本誌2月号に発表）

※週末を3回利用する予定

3．レースの内容

オリンピックコース：2レース

オフショアコース：2レース

（詳細は本誌2月号に発表）

4．参加の条件

参加艇はレース運営のため2名以上の運営担当者を

出すこと。

5．乗員に対する条件

艇長およびその他の乗員の過半数はクリッパーカッ

プシリーズに参加する本人でなければならない｡また，

オリンピックコースレースのヘルムスマンについては

クリッパーカップシリーズに乗艇する者とする。

なお，乗員はすべて,Eチーム,Wチームの選抜予

選に両方参加することは認められない。

6．ダブルメジャーメントについて

ORCより,1984年度以後の国際レース参加艇につ

いてはダブルメジヤーメント（2名の計測員にて2回

の計測を行う）が，義務づけられた。従って，できる

限り今回の予選前にダブルメジヤーメントを実施する

(2）

こと。

7．その他

実施要項については,本誌2月号,3月号に掲載する。

2月号レース変更

本年度夏にハワイ水域で行われるクリッパーカップ

シリーズの日本ナショナルチームは，国際委員会，理

事会の承認を得て,1チーム(3艇）とし,3月下旬

に相模湾においてナショナルチーム艇の選抜のための

予戦を行うことになっておりました。

しかし，その後，同レース参加予定の艇などからの

意見実情を聴取したところ，関東水域外の艇が，こ

の予戦に参加するのは困難とする艇が多いことがわか

りました。

その最も大きな理由は，クルーの予戦レースに参加

するための時間を作ることが大変難しいことで，ク

リッパーカップに参加するのに要する2～3週間の休

暇を取るのがせいいっぱいで，それ以前に回航および

レース参加のための休みをとることは，日本の社会通

念からみてもまず無理であること。そして，予戦に参

加する費用がバカにならず,特に遠隔地からの参加は，

かなり大きいものになる。

これらの理由から，やむなく予戦レースの参加はあ

きらめ，クリツパーカッフ・レースには，インディヴィ

ジアルでエントリーする艇も少なからず見込まれる，

というのが実情です。

そうなると，予戦レースによって選抜された艇が，

実力の上で真の日本代表艇といえるかにも疑問が生

じ，予戦レースが無意味なものになってしまいます。

そこで，この件を，昨年12月初旬に行われた全国合

同帆走委員会において，国際委員である大儀見,清水，

両氏もまじえて討議の結果，やむをえず，本年度は，

紀伊半島を境に東西に分けて予戦を行い,東(E)チー

ム，西(W)チームの2チーム(6艇）をナショナル

チームとして選抜することとした次第です。

これらの問題はクリッパーカップレースだけでな

く，アドミラルズカップその他の国際レースの代表艇

選抜にもいえることで，今後の問題として再度協議を

重ね,日本の国情にできるだけ適合する形で,予戦レー

スの方法を模索していきたいと考えます。

へ
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'84クリツパーカツプシリーズ日本代表選抜

レース日程

〔東日本〕

日程4月14日～15日ショートオフショア

（約100マイル）

21日オリンピックコース

22日オリンピックコース

28日～30日ロングオフショア

（約200マイル）

申込締切日昭和59年3月30日㈱

〔西日本〕

日程3月30日～4月1日ロングオフショア

（約240マイル）

4月7日～8日トライアングル

（2レース）

4月14日～15日ショートオフショア

（約100マイル）

ません。なお本レースに限り，運営サイドの要員と

して，参加各艇あたり2名の確保をお願いします。

ご協力下さい。

4月号NOTICEOFRACE-部変更

I.ORC報告でも報じられた如く，本年からIORの

レースにはクルーの制限が設定されるようになりまし

た。

IOR109．8

CrewLimit=INT(.4×R/C+.02)-2

クリッパーカップの出場条件は上記109.8項は下記

のように修正して適用されることになったとの通知が

入りました。

CrewLimit=INT(.4×R/C+0.2)

feetの場合C=1.0,

meterの場合C=0.3048

つまり,IORの規定より各艇2名余分に乗艇でき

ることになったわけです。

U.KEVLARの使用制限について特例を設けること

が検討されていましたが，これについてはIOR通り

適用する。つまりMAXIを除いてオーバーラップし

ないジブ(J=1.1以下）ならびメンスルの補強用に限

定されることになります。

（
｝

3月号日程変更

●クリッパーカップ東日本選抜レースの日程が変わり

ました。4月7日出，8日(日)：ショートオフショア

レース。4月14B(i),15日(日):オリンピックコース

各1回。4月20日(金),22日旧)：ロングオフシヨアレー

ス。以上に変更します。申込締切日は3月23日(金)，

艇長会議が4月6日㈱NORC本部1830です。エン

トリーフイーはl艇90,000円。乗員の参加料はあり

以上のような経緯の後，東西に分けた選抜レースが

行われました。

2
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〃
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東日本選抜レース総合1位のく慎記郎〉

（3）
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上記の各項に関して，これに抗議する。
<摩利支天>からの抗議について

今回のレースでく摩利支天〉から<KARASU>に判決

対する抗議害が審問委員長に提出されました。以下は1984年クリッパーカップ参加東日本代表選抜レース
その抗議内容と決議文です。の第1レースにおいてく摩利支天〉（セールNo.2872,

艇長・羽柴宏次）より<KARASU>に対して提出さ

抗議書れた抗議について本審問委員会は，下記の通り判決を
'84クリッパーカップ参加東日本代表選抜レース審問下します。

委員長殿①<KARASU>のハルに存在するホローは,58年7

〈摩利支天〉艇長・羽紫宏次月の第一回計測時よりも拡大している。

①当該レース出場艇<KARASU>のハルには明らかこのホローが埋められないままレースに参加した
なフォローが認められる。これは,IoRm･mAルー <KARASU>はIOR103.3に違反している。

ル，総則103に違反。従って<KARASU>は，本レー従って<KARASU>は第1レースを失格とする。
ス帆走指示書規定の参加資格をみたしていないと認めただし，第2，第3レースについては，オーナーは

られる。このホローを埋める意志もあり，時間もあったが，本

②本レースにおける<KARASU>の乗員は,IoRm･審問委員会の都合上埋めることをまたせたので,4月
ⅢAルール1982年追加事項103に違反。14B,15日の第2,第3レースには既に埋める時間は

(12)
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<KARASU>に対して抗議したく摩利支天〉 抗議された<KARASU>

（
） なくなった。従って<KARASU>がこのまま第2,

第3レースに出場する場合，第1レース同様に失格と

されることをのがれたいと考えれば,IYRR69により

救済の要求をすることが出来る。この要求があれば当

委員会はIYRR74.2により救済を考慮する(IYRR

70､3）余地がある。

②IOR103により計測委員が利害関係者と判断されれ

ばその計測員が計測した計測証明書は無効と考えられ

る。

<KARASU>の計測をおこなった計測員は

<KARASU>の利害関係者と見なすという見解もある。

<KARASU>の所持する計測証明書が有効か無効

かは微妙な問題を含んでいるが，計測員が不足してい

る現状に鑑み，当審問委員会は計測委員会に対して計

測員の増強その他の改善を期待する。

この改善が実施されるまで，当審問委員会は言及を

さし控える。

昭和59年4月13B

’84クリツパーカッフ°参加東日本代表選抜レース

審問委員会委員長石井正行

<KARASU>オーナー殿

’84クリッパーカップ参加東日本代表選抜レース

審問委員会委員長石井正行

IYRR69に基づいて<KARASU>より提出された

救済要求は妥当であると認め,IYRR74,2により，第

2レースおよび第3レースについては<KARASU>

のホローに対して失格その他のペナルティーを課さな

いものとする。

(理由）

①<KARASU>は第1レース終了後，ホローを埋

める意志があった。

②現状のホローを確認するために，コミッテイーサ

イドで埋めることを一時中止させた。

③そのため第2レースおよび第3レースまでにホ

ローを埋める時間的余裕がなくなった。

④従って，第2レースおよび第3レースでホローが

埋めてなかったのは,<KARASU>サイドの責任

ではないと考えられる。

⑤このホローがあっても性能上有利にはならない

戸司

／

ー御

4位の<SUPERSUNBIRD>5位の<ROCINANTE>

(13)
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瀞、雲、

健闘した2位の<ASAMA>

し，また，このホローを埋めてもレーティングは変

わらない（計測委員長報告）ものと認める。

東日本代表選抜レースの

ペナルティーについて

'84クリッパーカップ東日本代表選抜第4レースに

おいて安全検査の結果，貴艇に不都合な点がみうけら

れた。

従って，当該レースの所要時間にたいし，次のペナ

ルティーを与える。

ペナルティー：

くあさま〉……･……．．…1%

<ROCINANTE>"…･6%

〈摩利支天〉……･…．．…3％

<ZERO>…･…･…･……3%

〈慎記郎〉・････…･･･…･…1%

昭和59年4月26日

’84クリッパーカップ参加東日本代表選抜レース

レース委員長佐藤和夫

以上，この結果を参考として国際委
員会がナショナルチーム2チーム（6

艇）を選出いたします。

＊

あなたのクルージングに安心を乗せて
罰曲

船舶電話
,：麺

潮風のメッセージを運ぶ．．

｢船舶電調

船舶電話があなたの海の休日をより楽しく

安全なものにします.ノ

忙しいあなたもこれさえあれば安心です／

※陸上でのプライベートタイムはパーソナル
無線｢コネクタス｣でエンジョイしましょう。

⑳日本船舶通信株式会社■お間い合わせ先鴬鶏附淵淵

(14)
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テッド･ターナー氏､来日

～

つ

●

哨
逼
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１
，
粥
役

蟻

§
準

ORC冨||今尾

■

｡RC箒長'一霜
:＝

《
）

(撮影・中迎隆敏） (撮影・中迎隆敏）

話題の人，テッド・ターナー氏が来日した。

名艇くティナシャス〉（食いついたら放さないの意）

を駆って世界中の外洋レースを席巻し,1977年のアメ

リカズ・カップをくカレイジャス〉で防衛，全米中を

沸かした輝しい戦績を持ったターナー氏だが，ここし

ばらくは多忙なビジネスのためか，外洋レース界から

遠ざかっていた。

しかし,昨年のアドミラルズ・カップに米艇くルクー

ラ〉で参加。さらに，シドニー～ホバート’レースで

はマキシポート〈コンドル〉のヘルムをとり，香港～

マニラレースでもくコンドル〉のスキッパーとして参

加し，現役に復帰した。

今回の来日は，彼がオーナーを務めるニュー・メ

ディア関係の商用のためだったが，その折，多忙なス

ケジュールの合い間,NORCの有志とも歓談の機会

を持った。

「アメリカズ・カップのことをよく質問されますが，

私個人としては現在挑戦する気はありません。この

レースはオリンピックに出場するのと同じくらい時間

がかかるし，いまの私にはそんな暇はありません。そ

れに一度勝っているし“…．。

いまは時間も出来たのでくコンドル〉のスキッパー

として外洋レースを楽しんでいますよ。新艇の建造も

いまのところ考えていません。

パンナム・レース？もちろんくコンドル〉で参加

しますよ。日本のヨットマンとレースで会えることを

いまから楽しみにしています｡」

日本のマスコミでは，ニュー・メディアの旋風児と

して“時の人”となったテッド・ターナー氏だが，外

洋レースの世界でも，またぞろ話題を提供してくれそ

うだ。

一

お知らせ

1.｢KAZI」または「HELM」が，手数料も送料も

いらずに，毎号，書店発売とほぼ同に，完全包装で，

指定の場所に届けられる。

2．舵社の害箱が，電話1本，ハガキ1枚で，手数料

も送料もいらずに入手できる。

3．舵マリンカタログ商品（書籍設計図を除く）が

10％引きで購入できる。

4．一般書店で扱われている雑誌書籍(合計2,000円

以上・送料実費）も電話，ハガキ等で注文できる。

5．その他，様々な特典が受けられる。

というものです。雑誌「KAZI」または「HELM」の

定期購読契約をするだけで“システムKAZI''の会員

になることができ，北海道から沖縄まで日本全国どこ

からでも利用できます。

関東支部の会員の皆さまに，（社）日本外洋帆走協

会関東支部と西武スポーツ館のタイアップにより，西

武スポーツ・池袋店，吉祥寺店マリンショップにて会

員証を呈示されれば，マリンウェア・用品を特別価格

にてご優待が受けられます。ぜひご利用下さい。

西武スポーツ・池袋

e(03)981-0111(内)5423担当：加藤

西武スポーツ・吉祥寺

念(0422)21-3111(内)32担当：池田

‘‘システムKAZI''誕生

先ごろ舵社では，会員制愛読者サービス機関として

“システムKAZI"という，銀行自動振込による新し

いシステムが採用されました。このシステムによれば，

(15）
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10メートルとまずまずのコンディション。乗艇して見

ると，ゲストを含め合計20名はいただろうか，レース

だというのに，こんなに乗せていいものかと，他人事

ながら心配したが，この辺がBrown氏の人の好さの

なせる業かもしれない。

Keeler第一部は下表の10杯であった。

いずれもワントン以上のMaxiBoat(大型艇）で

あるが，この中で注目されるのは,<Condor>と

<Exador>である。<Condor>は,RonHollandの

設計で，有名な<Kioloa>の姉妹艇であるが，昨年

末のSydney/Hobertレースで座礁したものの，抗議
により優勝と認められたといった経緯がある。今回は

破損したキールの修理なっての特別参加で，オール・

ケプラーのセール，黒くコンドルを浮き出した黄色の

スピンは，このレースの圧巻たるを失わない。

また,T.McCallの<Exador>は,BruCeFarr設

計のワントナーで,SouthernCupに優勝したニュー

ジーランド・トリオの精鋭である。

コースはOrakeiWharfをスタートするコースA

（図参照）であるが，正l1時，全艇風を後ろに受け，

早くもスピンを上げてのスタートである。プロレス

ラーともおぽしき大男が2人，コーヒー・グライン

ダーにつき，するするとスピンが上がると,止めてあっ

た糸が切れて，青と赤の大きなスピンが空いつぱいに

広がる。

我々のスタートは3番手で,<Condor>はだいぶ遅

れた｡でもケブラー製のセールはさすがに偉力十分で，

他艇を尻目に早々と抜け出して行った。

まずはChannelBuogNO.4,つづいてMotuihi

Buoy。ここでスピンを下ろして上りにかかる。

IslingtonBuoyからMatikoreaBuoyへの上りの途

中，ポートタックで，我々の前を横切ろうとしたヨッ

トがいた。ギリギリに通過したヨットに対し，「抗議

するぞ」とBrown氏の声。抗議の審問の際は，クルー

の1人として証言する用意がある旨伝えたが,結局は，

相手は友達ということで，抗議は提出されなかった。

MotukoreaBouyを回航するや,再びスピンの展開。

ABuoyでスピンを下ろしにかかったところ，手際が

悪く，水に落としてしまい，艇は流されるわ，スピン

はなかなか拾えずで，散々だった。

でもBrown氏の艇はなかなかのものだったし，風

がちょっと強くなると，だれが声をかけるともなく，

デッキの全員がさっと風上へ，風が落ちると，少年ま

で一斉に風下に移動する。しかもだれ独りのんびり

立っているものはいないといった勇ましさ，さすが

ヨット王国ニュージーランドと感じた。メンシート1

人，ジブシートは両サイドに1人ずつ，ハンドルをつ

けた大きなウィンチにつく。ジブの場合，ダッキング

にはまずコーヒー・グラインダーでいっぱい引き込ん

だ後，ウィンチの微調整となる。1人で間に合わなく

なると,風上の1人が応援に出るといった仕組である。

〆
″ 、

’

Maxiレース

平田克己
（
、 ノ

1月30日(月)は，第144回AucklandAnniversary

DayReggattaの日であった。これはAucklandのヨッ

ト界最大の行事で，何と600杯ものヨットが集まると

いう。たまたまこの日は470級世界選手権第3日に当

たり，観戦もできぬかと半ばあきらめていたが，ジェ

リーの長Wagstaff氏の勧めもあって,DonBrown氏

の<Anticipation>に乗艇レースに参加する機会を

得た。

Brown氏は,1964年の東京Olympicには，ニュー

ジーランド・チームの監督を勤めた由であるが，現在

では,Auckladで牛や鶏の農場を経営する傍ら,Bob

Miller設計の<Anticipation>を駆って,Noumea/Au-

cklandレース,HawaiiのClipperレースに活躍を続

けるヨットマンである。昨年6月，夫人とともに来日

した折,お世話したのが縁で,今回の招待となったもの

であるが，親切は尽すべきものと感じた。

<Anticipation>の設計者であるBobMillerは，

アメリカス・カップ奪還で有名な<Australian>を

設計したBenLexonと並び称されるヨット・デザイ

ナーであるが,<Anticipation>は全長50フィートの

スルーフで，1982年のClipperカップ・レースに参加

の後，キールを改造した結果，昨年のクリスマス前に

行われたEpigrassl.0.R.シリーズで優勝するなど，

今回のRegattaでも，優勝を狙う第一級のヨットであ
る。

さて，当日は雨もようの曇り空ながら，東の風6～

．
（

輿日

’

’

1

善一省艇名オーナー
2222AnticipationDBrown

l746Astrolabe J.Salthouse

5313CommotionHT.Swssex

22Ranger L，Tercel

2323Exador T,McCall

811nnismare B.D・Schmidt

50TaAroa W.Gilfovle

4909MarshallLowJ.Murray
ゴ

Shockwave

特別参加

Condor B,Bell

全長設計者"F
50BobMiller954

50847

880

60925

40BruceFarr900

67975

60930

940

44

80RonHolland
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Maxiレースコース

《
）

コースはChannelBuoyNO.4を逆サイドから回

航,NO.7を過ぎると,再びスピンに加えてシューター

まで上げた。内地で見る倍以上大きいスピンは見事だ

が，フラクショナル・リグの<Shockwave>の速い

こと，たちまち置いて行かれてしまう。

RichmondMark回航，ここでスピンを下ろしにか

かった途端，水に落とし，たちまち地曳網になってし

まう。手を貸すがその重いこと。大変なロスだ。やっ

とスピンを引き揚げると，フィニッシュラインの

OrakeiWharfへは上り一本である。細かいタックの

連続。10数名のクルーが「スタンバイ」「タック」の

声に，コーヒーグラインダーを回すもの，重いセール

を反対の舷に運ぶもの，クルーの一糸乱れない奮闘を

見ていると，日ごろの訓練の厳しさがしのばれる｡オー

ストラリアへ，ニューカレドニアへ，はてはハワイへ

と，歴戦の<Anticipation>にとっては，これらクルー

の動きは当然のことなのであろう。

<Condor>は13時51分14秒に早くもフイニッシュ。

我が<Anticipation>はトップの<Innismara>に遅

れること1分(14時26分23秒）でフイニッシュ。

<Ta'Aroa>14¥31分22秒,<Shockwave>14¥33分

56秒とつづく。問題の<Exador>は意外に振わず6

位(14時41分32秒）でフイニッシュした。いずれにせ

よ，スタートからフィニッシュまで3時間半が何と短

かったことか，さすがにMaxiのレースは緊張の連続

である。

セールを下ろしてハーバーに帰投すると，それを

待っていたかのように雨が降ってきた。前後に分かれ

た後ろのキャビンで用意のランチをバクつく。

この日のレースは，大型艇が我々の想像以上に軽々

と操られ，クルーがそれぞれの持場を確実に守って，

生き生きと動くのを目の当たりに見たという点におい

て，また10杯に及ぶ大型艇が色とりどりのスピンを展

開，豪快なセーリングを見せてくれたという意味にお

いて,私の終生忘れ得ざる思い出となるにちがいない。

なお，レースの修正順位は次の通りであった。

1.Ta'Aroa

2.Anticipation

3．ExadOr

一
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「手袋？」

「軍手でなく，ゴムの手袋ですから大丈夫です」

「･･…．全然わかってないんだね。油の粘っこさや，ま

ざりものとかを，二本の指先で確めたりするんだ。ま

た，小さな油だらけの部品を狭い場所で身体をよじっ

て取り付けなくちゃならないときもあるのに，手袋を

はめてやります？冗談じゃないよ.／お断りだね」

エンジニア入門はそれっきりになり，自習もしな

かった。その不勉強の報いが，去年のアリランレース

でのエンジントラブルにつながってしまった｡出国前，

専門家に総点検してもらったのに冷却水がまわらず，

玄界灘の真只中で，広島のくカズ〉の知久良廣氏に応

急処置をして頂き，低速でやっと釜山港へたどり着く

という聞くも涙，語るも涙の物語であった。（小さな

ビニールが入り込んで，通路をふさいだり，開けたり

していただけだったが…･･･）

釜山ホテルのドアを閉めた途端，悔し涙があふれ，

その時に決心した。ようし，今に見ておれ，乙種機関

士になってみせるわいと。しかし市販されている

ディーゼルエンジンに関する本は，特殊専門用語と数

字（数値？）がやたらに多く，素人には難解で，あき

らめざるを得なかった。

そこへ降って湧いたように「舵」誌3月号に，「エ

ンジントラブルシューテイング」が掲載された。恩人

の知久氏の筆によるもので，わかりやすい文章とイラ

ストは,機械に弱い素人にも勇気を与えてくれた。ヨッ

ト雑誌の名門「舵」は,何故今まで取り上げなかった

のだろう？エンジントラブルに泣かされているオー

ナーもいると思う。寒冷時，なかなかエンジンがかか

らず，「オーイ.ノバッテリーがあがるぞ.ﾉ」と驚かさ

れながら，数回目にやっとかかる始末だったが，3月

号に書いてある通りやったら一回でかかった。その勢

いに乗り，それまで男性軍にお願いしていたエンジン

オイル交換も一人でやってみたくなり，ロッカーから

小型モーター付交換機を持ち出した。ただし，バッテ

リーにモーターのエンドをつけるのだけは何となく

おっかなくて友人につけてもらった。（やはり女って

駄目ね。直流じゃあるまいし，何が乙種機関士さ？）

廃油吸い出しから何から何まで済み，床に敷きつめた

新聞紙を片付けるころは鼻歌が出るほど何かしら楽し

かった。半年振りのオイル交換を「早すぎますよ」と

友人に言われたが，4月号に「一年に2回,1月と7

月が適当，ヤンマーは100時間云々」とあった。（でしょ

う？オイル交換機貸さないぞ)。

また，蛍光灯のグロー管取り替えさえも電気屋を呼

びつける親友（毒舌家）に自慢した。

「そう？素適なお話ね。女はやはり，油だらけの汚な

い臭い手で，なりふりかまわずエンジンオイルを交換

している姿が美しいわね。お台所でエプロンかけてお

料理している姿なんてみっともない./」

「？」

片倉静江玄海支部広報

一

’

何はともあれ，

祈熱烈活躍く飛梅〉・〈マリエ>(パンナムクリッ

パーレース)AND応援参加くヴアンガード〉
メンバーズ。

ちっこい玄界灘を抜け出して，外洋へ出よう.／

祈レース中の無事故と，回航中エンジントラブル

のないことを，切に，切に祈る。

（優勝？もうあきたと申したではないか？）

幼いころ，鉤掛をしている大工さん達を，一日中眺

めたものだった。あの木の匂いも好きだったが，彼等

の節くれだった手の動きが面白くて，彼等が動けばそ

の後を追うとういう調子で，「もう帰れ。お母さんが

心配するぞ｣と言われて，しぶしぶ立ち上がる仕末だっ

た。自転車のチェーンやボディを磨いてくれた，油だ
らけの父の大きな手も懐かしい。

女性はメカに弱いとよく言われるが，男性に頼めば

いいじゃないかと軽く考えていたのは以前のことで，

ヨットを始めて，大変なことになったと思った。まず

エンジン。いつも男性軍にお願いしていたが，ガソリ

ンエンジンならともかくも，電気系統のないディーゼ

ルエンジンくらいには強くなりたいと,知人の紹介で，

ある人に弟子入り（.／）をお願いした。正直に言って油

やグリース類は苦手だったが「人に出来ることが，私

にできないはずはないのだ」と，何が理由だったか思

い出せないくらい恐ろしいほどの自信に満ちあふれて

いたころだったので，その意気込みたるや｡”…。

赤いマニキュアをジロッと見て親方は言った。

「手や爪が油類で真黒になるのは承知の上なんだろう

ね？石けんで洗ったくらいではとれないし，指紋に

まで染みこんでしまうんだ。わかるかね？」

「ええ，でも手袋をはめてやりますから」

桑
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協力小樽市，ナホトカ市，小樽博覧会,TV局

後援日ソ協会，北海道ヨット連盟

運営（社)日本外洋帆走協会北海道支部

出場艇別表参照

※レーシング要項は(社)日本外洋帆走協会より参加艇

に配布される予定です。

■ボイントレース

◎クルーザー級ポイントレース(24t以上）

小樽港沖と石狩湾沖の3点を結ぶコースで行われま

す。参加艇は，約10～20艇で，ハイレベルなレース展

開になると思われます。

◎ディンギー級ポイントレース(23t以下）

小樽港沖に設置される3点のポイントを結ぶコース

で行われます。参加艇は100艇を超えるスケールの大

きいレースです。

◎う。レ・レース

本レースの’週前の7月1日(日)に各クラスのポイン

トレースをプレ・レースとして実施します。このプ

レ・レースは，本レースの観客動員のために全国の

TV･ラジオ・新聞．雑誌等の媒体取材があり，かな

りのパブリシティ効果を生むと予想されます。

主催（社)日本外洋帆走協会，日本ヨット協会北海道

支部

協力小樽市，石狩町，媒体社，スポンサー各社

後援日本モーターボート協会（未定）

運営（社)日本外洋帆走協会北海道支部

※レーシング要項は各参加艇に配布される予定です。

北海道支部だより

北海道で初めての海の祭典「SEAFAIR,84」が来

る6月23日より7月8日までの16日間，小樽港を基点

として石狩湾内で,(社)日本外洋帆走協会北海道支部，

日本ヨット協会北海道ヨット連盟，ボードセーリング

協会北海道支部の主催で開催されます。

参加艇数はクルーザー級ヨット30隻ディンギー級

ヨット100隻，ウインドサーフィン150隻，クルーザー

級モーターボート10隻，日本各地の支部よりのフレン

ドシップクルージング10隻，ナホトカ市よりのクルー

ザー級ヨット2隻,EXPO'85サイエンスクルーズ<新

さくら丸>1隻，ナホトカ市からの観光船1隻と約

300隻の海の祭典となり，本道始まって以来の海上イ

ベントとなります。

ヨットレースの部では，日本海横断レース，ポイン

トレース，国際親善レースが各部門別に，また，シン

ポジューム，エキシビジョンスクールも予定していま

す。さらに，淀泊バース，ピアイロナイ（予定）での

レーザーショウ，イルミネーション，花火等も企画さ

れており，陸上においては，第7回ポートフェスティ

バル（昨年動員28万人）を実施，コンサートや出店等

200店を超すお祭りになります。

主催（社)日本外洋帆走協会北海道

支部北海道ヨット連盟

協力小樽市，ナホトカ市，日ソ協

《
）

日本海横断ヨットレース出艇名簿
・
・
．
く
、

ｌ
Ｉ
Ｌ
ｐ
Ｉ
ｌ

染 艇
ii数会，小樽博覧会，ポートフェ

スティバル実行委員会マイ

ハーバーオタル実行委員会

企画㈱電通

艇

ブイ
艇墹｜フリーI 艇1と橘’附考

口■

アブ‘’ノコット

アムール

ワンタﾞ－

ミス日本郷II

ユリンーズIll

サムラィV

二ツクス11

ファンンーベル

オーンャンガイ

ノ、ルテノス

メィフラワ－

1冬2J:！』

マイウエイ

アン夕レス

ｨilll!IIL松if'|』

;|;flll,|j

耐lll'lj

柏lli{j'li

lillll,lr!I｣.

l氷ifi'i{|j

l氷ifi.i'li

"ll路'lj

小樽!IJ

新谷III

I･.lljn投

水11,',)i,iiZ:

lMIII一恋

ilX.iu｣l･:jii

川膝寛桁

fll)i&l,'j二

|f1!nXi

海を満倣り）

樅Iも紘一

城メLlif

ﾘ典渡’雁

4xi[悠紀

|:lil良火

３
４
２
８
２
３
６
０
１
９
７
５
０
０

３
３
３
３
３
３
２
３
４
３
３
３
３
３

7人

5人

8人

9人

7人

8人

6人

3人

10人

12人

8人

8人

8人

3人

YA33C

TAKAI34

YOKOYAMA32

SS38

YOKOYAMA32

BW33

YA26S

YA30

KING41

OKERA39

11AYASHI37

ALBIN35

YA30

YA30C

■日本海横断ヨットレース

（日ソ親善ヨットレース）
小樽市とナホトカ市の友好的理解

のもとで，日ソ間を結ぶヨットレー

スが実現しました。このレースは，

海象条件のきびしい日本海を舞台

に，400マイル･100時間前後にわた

る苛酷な条件下でのシーマンシップ

を競うレースです。スタートから

ゴールまでTV中継し，激しいレー

ス内容を随時放映する予定です。

主催（社)日本外洋帆走協会北海道

支部

Iil 101人

｜

’
ナホトカキャプテングリシン

アル司

39
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スプリングシリーズが，日産マリーナ沖で行われた。

このシリーズはフリート対抗でもあり,我々<スーパー

ルーシー〉も幡豆フリート代表の一員として参加。朝

7時にマリーナに集合，眠い目をこすりながらの機装

も寒さのためかつらい。

午前9時，風速10～15mの北西の風第1レース・

オリンピックコースのスタート。

上マークをくマーク〉が一番手で回航して行く。続

いてくルーシー>，後続艇が回航して行くも，シーズン

初めてのレースで練習不足のためか，強風のためか，

トラブルが目立っているが，我々は幸いにも大したト

ラブルもなかった。これも2月後半からの寒さに耐え

ながらのトレーニングのおかげか，「先週の雪の中の

レースに比べれば，今日はまだまし」とのクルーの声

に，全員元気いっぱい。

レース後半に入って風は増々強くなってきた。レー

スは，上マーク回航の順位で終始した。最終レグでは

くマーク〉がフィニッシュ寸前にゼノアを破いてしま

い，メインのみでフィニッシュして行くのが見える。

我々もくマーク〉に遅れること数分，やっとフィニッ

シュする。風はおさまる気配はなく，あい変わらず強

く，それぞれの判断でマリーナに帰る艇もあった｡我々

も島影にブランケットを求め，昼食とする。

第2レースを待つ。レース参加の意思艇は，〈ホラ

イズン>，〈トモエリカ>，〈オセアニッド>，〈ルーシー〉

の4艇のみ。コミッテイー判断で，馬草ブイ往復で第

東

海

だ

よ

り

へ
へ

ｱｰ而一而一而〆一口/~、

第S回東海チャンピオン

カップを手|こして

くスーパールーシー〉水谷友彦

春の嵐そんな言葉がぴったりしそうな3月18B,

20日の両日，1984年オープニングレースともいうべき

第3回東海チャンピオンレース・フリート対抗レース成績表

3月18日～31-120日

第3レース
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2レースと決定する。

この風の中，スピンスタートとなり，スタート後，

豪快なセーリングとなるも,後ろを見るとくオセアニッ

ド〉がデスマスト，その近くでくトモェリカ〉がブロー

チングをしている。その数分後には，我が艇もブロー

チングでスピン回収することになる。

三河湾という湾内での活動が中心ということがすべ

ての原因ではないかもしれないが，強風で波の悪い状

況下でのトレーニングが不足であるのを感じたレース

であった。

天候は，19日には今冬42日目という降雪を記録し，

翌20日の野島レースの波乱を暗示しているようであっ

た。この42日という降雪は名古屋の記録だそうである。

当日にはこの雪まじりの強風もおさまり，曇天の空

の下，スタート。一路生田ブイ，野島をめざす。今日

はメンバーの半数近くが仕事のために，メンバー集め

に苦労させられ，今年からメンバーに加わった新人も

レース初参加となる。

レースは,前日の疲労のためか，2日酔いのためか，

修正でやっと3位に入賞。この時期のロングレースは

寒さとの闘いでもあった。

スプリングシリーズ優勝という名誉を頂きました

が，これにあきることなく，年末には年間優勝のカッ

プを手に忘年会を開く決意で，この一年，メンバー一

同頑張りますのでよろしく。

最後になりましたが，寒い日，一日中コミッティー

としてがんばって下さった皆さんにお礼申し上げます。

'S4年野島レース

<ホライズンV>邨瀬愛彦
《
）

日産マリーナ東海を0720に出航。3月も半ばを過ぎ

たというのに，テイラーを取る手も，ほほに当たる風

も，春はまだまだといった冷たさである。

一昨日に行われた東海支部フリート対抗は強風で，

デスマスト，その他のトラブルを起こした艇もあった。

そのため出艇はエントリーより若干少ないようであ

る。我がくホライズン〉も，伸びてダラダラしたサイ

ドスティに気づき，ターンバックルを締めながらス

タート海面に向かうありさまである。

0800ジヤストスター卜。NO1ヘビー，フルメイン，

クローズドにて生田ブイを目さす。一昨日デスマスト

の瞬間を目撃したクルー全員は，ライフジャケットは

当然，完全武装であるが，今のところ順風で波も悪く

ない。

生田ブイは,岸へ突っ込んだく朝烏>(DUB37)がトシ

§
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第1マークからサイドへ向かうくスーパールーシー〉（中央）

野島レース成績表
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30マイル

スターI、1

マイル数

F両

レース委員長中村孝

口
位
症
－
４
’
３
’
２
①

間
肌
〈
、

Ⅲ
９
６
５

総

野鳥

回航所要時間

セール

NQ
所要時''11 修正時間名艇 艇神 rcIケニヲ

ノ．／へ

鯛
四
一
Ｍ
｜
叩

叩
一
”
｜
調
一
鋪

〈
叩
〕
Ｐ
ｎ
Ｊ
４
４
の
皇
旬
Ｊ
，
４
》
凸
今
Ｉ
上
旬
″
Ｉ
ハ
ｕ
〕
虞
Ｕ

Ｆ
Ｈ
Ｊ
勺
０
Ａ
や
Ｉ
上
、
く
〕
句
、
冗
乙
戸
『
』
刈
争
曲
Ⅱ
凡
八
叩
〉

。
。
。
。
■
。
●
。
（
、
〕
（
『
〕
。
。
。
。
。
。
。
“
。
“
。
●

邪
妬
Ⅲ
肥
Ｎ
Ｎ
〃
刈
羽
釣
踊
妬

。
，
。
■
。
。
、
０
（
Ⅱ
し
《
Ⅲ
Ｐ
“
。
。
“
０
０
０
０
ｑ
Ｄ
。
。

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

４
’
４
’
４
４

美濃

セレー不III

マーク

朝烏

リ‘ソバーンャーク

うずしお11

ナルミ

ホライズンV

ジャストV

踵良

フローレス

スーノt－ルーンー

FAR110

FAR34

HOL41

DOU37

DOV33

NAK33

Y（〕K31

YOK31

YOK31

NAK31

Y（）K31

TAK30

６
０
２
３
８
０
４
４
４
８
４
２

８
３
２
６
４
１
６
６
５
５
６
１

１
２
１
８
４
６
３
３
３
２
３
３

８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７

，
■
■
ｐ
ｐ
ｅ
Ｄ
Ｄ
■
“
“
凸

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
２
’
２
’
２

幅
一
鋤
一
遍
一
喝

州
一
狸
一
州
一
押
一
蜘
一
州
一
睡
一
利
一
皿
一
皿
一
睡
一
癖

11

Ⅲ
｜
Ⅳ

②
｜
①
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
４
ｌ
③

②
｜
①
ｌ
５
ｌ
６
－
４
ｌ
３

師
一
弱
一
鮪
一
帖
一
弱
一
町

拠
一
弱
一
卯
一
妬
一
銘
一
一
蛇

３
３
４
ｌ
４
ｌ
３
ｌ
３

２
’
２
’
２
２
’
２
２

加
一
訓
一
艸
一
仙
一
証
一
妬

V

(21）



昭和52年7月21日第三種郵便物認可昭和59年5月15日第110号 OFFSHORE

<ナルミ>がスピンダウン.／「<ナルミ>が降ろしたぞ，

降ろしたぞ｣と騒ぎながら「ジャイブ｣。3番手で野島

回航。その後くセレーネ>(FARl1m)にフリーで抜か

れるも，他は何とか制して4位フイニッシュ。

今年は春から縁起がよい.ﾉ寒さも吹っ飛ぶ総合優

勝｡そして今回は,2位にはくナルミ>’3位はくスーパー

ルーシー>とハーフトンクラスが上位を占めた。

寒い中，コミッティーの皆さん，ご苦労様でした。

プ回航。〈ホライズン>はくマーク>(|日トーゴー)に次い

で3番手で回航した。しかし，すぐ後ろにくナルミ〉

(YOK31),<スーパールーシー>(TAK40)などが続き，

気のぬけないレース展開である。角石灯台回航前にス

ピンアップ。前方ではくマーク>がく朝烏>をかわしたよ

うである。〈マーク〉はフリーではさすがに速い.ノ

日間賀島をかわすと，知多半島のブランケットをぬ

けたのか,風速計は20ノットを超え，波も大きい。ロー

リング気味ながら野島へすっ飛んで行く。すぐ後ろの

帆走委員長

諸磯フリート初島弥生レース 土岐修平

と予想した｡それは当日の低気圧が九州の南部にあり，

一時前線が通過するが，その後，気圧線がゆるく，風

力が弱まると思ったからである。それまで風力は強く，

レース前日，コミッティーを支援する成躍大学の桃

李へ行き天気図を見て，レース時では，北東の風から

一時風が弱くなり，微風のレースになるのではないか

一

初島弥生レース成績表 '帆走委員長土岐修平3月31日1100スタート
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リギンが風に鳴いていたが，夜半にはおさまった。

一夜明けてレース当日，エントリーは23艇で，例年

より艇数が減った。これは例年より冬が長く，艇自体

の準備が遅れ，エントリーまでいかなかった艇が多

かったのではないかと思われ，残念に思った。

今回，コミッティーを務めるのは諸磯フリートで，

委員長の土岐修平と，フリートキャプテンの名物世話

人である副委員長の川久保史郎さん,<BUNBUN>

のスキッパーの日江井俊二さん，桃李グループの2年

生の中川君，それと小野さんら1年生諸君の3人で，
チームワークが良くまとまった。

3月31日午前0730より受付を行った。0830からは艇

長会議を行い,海上保安庁よりの注意事項などを渡し，

レース中の事故についての注意について話した。

午前1100ジャスト，定刻通りにスタートする。風向

は北北東，風力は3で，スピンスタートでオールフェ

ア。艇群はアウトサイドマーク付近とコミッティー

ポートと二手に分かれてスタートする。

スタート後，シーポニアに戻ってあとの仕事にか

かったが，午後になって気温が急激に上がり，半袖に

なっても暑いほどであった。しかし風はスタート時よ

りも強くなり，シーポニアのシュロの葉をゆらす。午

後040Oごろからは，今までの夏のような気温が急激に

低くなり,雨がふり始める。この様子だとフイニッシュ

はかなり早くなると思い，フィニッシュ準備を早めに

始めた。

午後0530にコミッテイーボートをシーボニア沖に出

す。そのころから雨が斜めに降り，気温は一段と下が

る。レースをやっている人達も帰りのクローズホール

ドで寒さに震えているのではないかと思った。風が一

段と強くなった1800ごろに，中学生の息子さんが参加

されている艇のお母さんよりレース本部に電話が入

り，フィニッシュはまだかとのお問い合わせがあった。

夕方0730にクラスⅦのくプルーパルサー〉のスキッ

パーより電話があり，リタイヤーとの申請があった。

状況を聞くと，初島への途中で風がなくなり，初島を

再スタートのかたちで全艇ダンゴ状態で回航したが，

その後，風がきつくなり，熱海へ入港したとのことで

あった。

かなりハードなレースを各艇やっていることだろう

と思った。当初の予定より遅くはなると思ったが，

ファーストホーム艇は0700から0730ぐらいのところで

フイニッシュかと待ち望む。その間いろいろのところ

から“フイニッシュはまだか”との電話が続く。気温

が昼間の暖かさから冬の寒さになり，雨も強くなって

身体が冷える。

ようやく予想より約小1時間遅く航海灯が沖に見え

るとコミッテイーボートより連絡が入る。

午後0824,健闘してくレージーアルバトロス〉が

ファーストホームをかざる。その後，続々と艇が入っ

て来て，コミッテイーボートとの交信が忙しくなる。

修正時間を計算機で計算している際中にも，オイルス

キンに身をつつんだ人達が帰着申告に来て，自艇の成

績がどうであったか，成績表に見入っていた。

ここで讃えたいのはくビッグアップル〉である。初

島からフィニッシュまでの途中で，バッテリー充電の

ためエンジンを始動させて，40秒ほどたったところで

ギアが入っていたことがわかり，リタイヤー申告をし

てきた。心中残念であると思うが，スキッパーおよび

クルー諸君のシーマンシップある勇気に敬意を表した
いo

一時，コミッティーボートが走錨し流され，オンザ

ロック寸前になるのを処理しながらフィニッシュの受

け入れを続け，最後のクラスWのくレプトンターボ〉

のフィニッシュ午後0831をもってレースを終了した。

トップ艇から最終艇までの差は約2時間であった。

関係各位のご協力に対して誌上をもって感謝致しま
す。

《
』

＊

問い合わせ続々／

ALLJAFAIVATYAMI

OFRSHORECHAMPIOJV

SERIES'84

'0月’0日～10月20B

どんな艇が出てくるのか，どこがチームを組んで出

てくるのか，あそこの船よりうちとこの船の方が早い

で……といった問い合わせが事務局へ多数寄せられ，

その熱気に事務局はパンク寸前。あなたも，ぜひ，熱
海に参加しましょう。

rL

＝＝

電話級無線通信士

受験申請書受付のお知らせ

通信委員会

8月に施行される電話級無線通信士国家試験受験申

請書の受付は6月中ごろ締切の予定です。詳しい期日

は各地方電波監理局検定課またはNORC事務局にお

問い合わせ下さい。なお，受験申請書が提出受理され

ていませんと受験できません。ご注意下さい。

受験勉強会は6月中ごろから開講する予定です。

NORC事務局(S03-504-1911)へお申し込み下さい。
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のヨット界の発展に大いに尽力を注がれましたが，

去る2月12B,吐血暦よる心不全のため，マリーナ

の社宅で亡くなられました。

葬儀は2月14B,家族，社員ならびに関係者によ

り地元の本妙寺で行われました。何しろ突然の事故

死のため連絡が行き届かず，せめてヨットマンの最

後にふさわしく，大勢のヨットマンの見守る中の水

葬をと，サントピアヨットクラブの主催で上記の偲

ぶ会を考案致しました。

会には秋田NORC内海支部長を始め，遠くは関

東より駆けつけた方も含めて100名余りが出席され

ました。午前中のヨットよりの遺品の水葬，花輪の

献花，引き続き，各艇より思い思いの花束の献花を

行い，午後よりマリーナレストランで簡単なパー

ティー形式で偲ぶ会を催し，氏の思い出話で午後の

ひとときを過ごしました。

この会に出席されました方には，この誌面を借り

まして厚くお礼申し上げます。

サントピアヨットクラブ偲ぶ会・運営委員会

中沢弘氏を偲ぶ会

大勢の海の仲間達による祭壇への献花

（レストランキャビンにて）

去る3月25日旧)，サントピアマリーナの前常務取

締役・故中沢弘氏を偲ぶ会が厳かに催されました。

中沢氏はサントピアマリーナ創設当時からのハー

バーマスターとして活躍し，マリーナの発展と日本

。h

船舶振興会補助事業第う回沖縄～東京レース
主催社団法人日本外洋帆走協会氏寄贈）ベスト・クック賞(名和氏寄贈）

後援運輸省・沖縄県・神奈川県・那覇市・三浦サケカップ各クラス入賞艇。

市・航海訓練所・沖縄県・観光開発公社．実行委員会

朝日新聞社・沖縄タイムズ社委員長篠原要

協力沖縄県ヨット連盟全日空副委員長城間祥行新城哲男坂西正明

スタート1984年4月30B(月)1200委員東江正喜大城晃河村次郎平良健

コース沖縄県那覇港外より神奈川県三浦市小網代玉城勉真久田正宮里維渭柳生徹夫

湾口まで（830浬）山城洋祐仲里良和儀間修桃原秀明

参加資格IORMARK-IAによる有効なレーテイ保井明博

ングを所有し，かつ,ORC特別規定一カ

テゴリーIおよびNORC設備規定一カテ

ゴリーAならびに沖縄～東京
エントリー・リスト

レース特別規定による安全検

桑

査に合格しているレーテイン

グ21.0ft.～70.0ft.の艇。船

舶局(2MHz帯無線機）が

設置されている艇。各国の公

認ヨットクラブに登録されて

いる艇でレース委員会が参加

を認めたもの。

総理大臣杯航海訓練所長杯

運輸大臣杯朝日新聞社杯

海上保安庁長官杯沖縄タイ

ムズ社杯沖縄県知事杯観

光開発公社理事長杯アドミ

ラル東郷杯NORC会長杯

コンテッサ・トロフィーベ

スト・ナビゲーター賞(武田

RFITPMF.|オーナー名
3561L'5351藤本達雄

クラス｜セールNol艇搭
I|21121FUJIIII

Type

FRE46

二村昭論

紫H1邦敏

小林義彦

NACHIⅧ

MARGE

VIKD－7

I)OU42

1〕OU42

1〕OU43

II ２
５
８

１
５
５

３
４
５

２
２
２

５
７
８

２
２
２

３
３
３

７
３
６

４
７
８

１
１
１

１
１
１

１
１
１

九玉丸

HATSU

VANGUARD

三
典
明

架
正
山
下
松

玉
日
末

DOU37

YOK38

V＆036

Ⅲ ９
７
４

３
７
８

３
１
２

２
３
３

７
７
２

５
７
６

２
２
２

８
８
４

８
８
６

１
４
２

０
０
０

１
１
１賞

夫
亮
喜
一
宏
一

康
領
和
収
顕

野
志
原
批
木
畑

佐
伊
木
小
八
広

風小町

TIDA

N'IrsMEDAUSAEV

BLUENOTEII

洲EETBROXD1，II

RIVAGE

NOL34

U35

TAK33

1TO34

YOK32

NAK34

５
９
６
２
２
４

５
４
４
５
３
５

２
２
２
２
２
２

７
３
６
０
８
２

５
６
１
１
８
４

１
０
０
１
７
１

０
０
０
０
９
０

１
１
１
１
０
１

Ⅳ
４
０
４
０
８
１

０
１
４
５
８
３

６
５
０
０
１
３

１
２
３
３
３
３
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林政幸〒410沼津市大岡1454

e0559-63-3185(自),0559-21-2233(勤）

都築勝利〒444-13愛知県高浜市吉浜町小池50

念0566-53-3484(自),052-241-4121(勤）

市川勇〒443愛知県蒲郡市平田町下六反田36-2

念0533-69-4359(自),0533-68-3086(勤）

加藤蔵男〒512三重県四日市市茂福176-6

念0593-64-2256(自)，0593-64-2255(勤）

小林義彦〒475愛知県半田市新居町3丁目45

s0569-28-0025(自),0569-28-0811(勤）

秋山福夫〒607京都市山科区川田御出町33

a075-592-0415(自，勤）

三井祥功〒601京都市南区東九条北烏丸町25

s075-661-0325(自),075-592-3225(勤）

貴伝名一良〒673-01兵庫県明石市二見町西二見

2059-5

s07894-2-1947(自),0794-22-2232(勤）

山田東吾〒674兵庫県明石市大久保町高丘6-2-19

念078-935-7675(自),078-967-1202(勤）

松木哲〒659兵庫県芦屋市潮見町3-4-4

a0797-32-3834(自),078-453-2332(勤）

岩田行史〒733広島市己斐中2丁目3-10

a0822-71-1642(自),08295-6-1131(勤）

福元征四郎〒815福岡市南区多賀1丁目2-18

a092-512-3617(自),092-522-0760(勤）

城間祥行〒90O那覇市泉崎1-11-2

念0988-62-8744(自),0988-67-2117(勤）

監事

飯島元次〒153束京都目黒区東山2丁目7-12

S03-711-2233(自),03-281-3255(勤）

平松栄一〒158東京都世田谷区尾山台l-ll-18

缶03-701-3067(自),03-661-0880(勤）

NORC協会ニュース

日本外洋帆走協会役員名簿
(昭和59～60年度)x(I'I):自宅、（勤):勤務先

名誉会長

古屋徳兵衛〒107東京都港区赤坂7-5-1-806

念03-585-9726(自)，03-561-2600(勤）

理事・会長

石原慎太郎〒145束京都大田区田園調布1丁目44-2

s03-722-1138(自),03-508-7167(勤）

理事・副会長

秋田博正〒659兵庫県芦屋市山手町31-26

念0797-22-2324(自)，0798-22-2701(勤）

大儀見薫〒259-01神奈川県中郡二宮町山西45

a0463-72-3116(自),03-989-5314(勤）

理事・専務理事

清水栄太郎〒112東京都文京区音羽2-1-20

e03-941-7368(自),03-941-7171(勤）

理事・常務理事

嶋田武夫〒248鎌倉市腰越3丁目32-17

壷0467-32-4883(自)，03-284-5892(勤）

河村次郎〒247横浜市戸塚区小菅谷町2804-536

5045-891-2177(自),03-504-1911(勤）

理事

石井正行〒236横浜市金沢区片吹113-3

a045-783-2166(自),0462-28-8121(勤）

今岡又彦〒250藤沢市鵠沼海岸5-8-23-101

e0466-34-1727(自),03-404-5311(勤）

塩路一郎〒142東京都品川区荏原2-16-1

念03-782-5275(自),03-434-4721(勤）

篠原要〒233横浜市港南区港南台6丁目

1-43-501

念045-831-2370(自)，03-382-4422

武市俊〒336浦和市原山2丁目33-8-7-404

念0488-82-5598(自),0482-25-1753

名当英臣〒251藤沢市藤沢2481

e0466-81-8290(自),03-409-7551(勤）

林賢之輔〒240-01横須賀市秋谷1丁目1-29

念0468-57-5336(自，勤）

山崎達光〒112東京都文京区小日向2-21-6

壷03-941-0757(自)，03-668-0551(勤）

横山晃〒235横浜市磯子区岡村町4丁目4-18-19

a045-761-2964(自),045-651-0607(勤）

渡辺修治〒240-01神奈111県三浦郡葉山町堀内588

念0468-75-0709(自)，

03-543-5523内8378(勤）

塩川孝二〒416静岡県富士市松本249-1

a0545-61-4457(自),0545-64-2262(勤）

へ

専門委員会委員名簿《
）

※(自）：自宅、（勤）：勤務先

1．総務委員会(および支部長）
委員長

清水栄太郎〒112東京都文京区音羽2-1-20

e03-941-7368(自),03-941-7171(勤）

委員

(関東支部長）

大儀見薫〒259-01神奈川県中郡二宮町山西45

s0463-72-3116(自),03-989-5314(勤）

嶋田武夫〒248神奈川県鎌倉市腰越3-32-17

壷0467-32-4883(自)，03-284-5892(勤）

河村次郎〒247横浜市戸塚区小菅谷町2804-536

a045-891-2177(自),03-504-1911(勤）

(駿河湾支部長）

塩川孝二〒416静岡県富士市松本249-1

a0545-61-4457(自),0545-64-2262(勤）
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(東海支部長）

小林義彦〒475愛知県半田市新居町3-45

0569-28-0025(自),0569-28-0811(勤）

(近畿北陸支部長）

三井祥功〒601京都市南区東九条北烏丸町25

5075-661-0325(自),075-592-3225(勤）

(内海支部長）

秋田博正〒659兵庫県芦屋市山手町31-26

念0797-22-2324(自),0798-22-2701(勤）

(西内海支部長）

岩田行史〒733広島市已斐中2-3-10

s0822-71-1642(自),08295-6-1131(勤）

(玄海支部長）

福元征四郎〒815福岡市南区多賀1-2-18

s092-512-3617(自),092-522-0760(勤）

(沖縄支部長）

城間祥行〒90O那覇市泉崎1-11-2

壷0988-62-8744(自),0988-67-2117(勤）

(津軽海峡支部長）

米山義勝〒042函館市湯川町1-25-23

s0138-57-9098(自),0138-59-1234(勤）

(北海道支部長）

城丸隆〒062札幌市豊平区福住1条1丁目

15-23

S011-852-5778(自),011-231-0015(勤）

2．国際小委員会

委員長

大儀見童〒259-01神奈川県中部二宮町山西45

a0463-72-3116(自),03-989-5314(勤）

委員

清水栄太郎〒112東京都文京区音羽2-1-20

念03-941-7368(自),03-941-7171(勤）

武市俊〒336浦和市原山2-33-8-7-404

缶0488-82-5598(自),0482-25-1753(勤）

小林義彦〒475愛知県半田市新居町3-45

念0569-28-0025(自)，0569-28-0811(勤）

山田東吾〒674兵庫県明石市大久保町高丘6-2-19

念078-935-7675(自),078-967-1202(勤）

3．会報小委員会
委員長

大儀見菫〒259-01神奈川県中郡二宮町山西45

a0463-72-3116(自),03-989-5314(勤）

委員

高坂武雄〒223横浜市港北区新吉田町3511

念045-591-6522(自)，

03-764-2601～8(勤）

菌信雄〒104東京都中央区八丁堀2-30-17

念03-393-2738(自),03-552-3881～5(勤）

服部一良〒231横浜市中区仲尾台81

(26）

山手マンション705

念045-662-6029(自),03-212-0321(勤）

依田渡〒150東京都渋谷区神宮前2-13-7

日興パレス607

念03-497-0453(勤）

若井あゆ子〒132東京都江戸川区中葛西3-24-4

タキノハイツ201

a03-686-6179(自）

山田幸雄〒168東京都杉並区久我山5-16-2

合03-332-7332(自),03-403-0251(勤）

支部会報委員長

(駿河）

秋山泰広〒417静岡県富士市船津468

e0545-34-1148(自),0559-24-3607(勤）

(東海）

富川則之〒457名古屋市南区豊田町6の割

第2南陽ハイツ1004

念052-692-6352(自),0568-73-7101(勤）

(近北）

三井祥功〒601京都市南区東九条北烏丸町25

a075-661-0325(自),075-592-3225(勤）

(内海）

浮田尚子〒581大阪府八尾市東太子2-7-8

念0729-22-6127(自)，

06-401-1221内669(勤）

(西内）

金井準一〒734広島市向洋本町1-36

a0822-82-0173(自),0822-37-3308(勤）

(玄海）

堀田総八郎〒814福岡市西区交丘3-10-38

盆092-863-9389(自),092-721-1234(勤）

(北海）

舟木幹也〒069-0l北海道江別市文京台東町26-5

s01138-6-5802(自),011-251-6236(勤）

4．財務委員会

委員長

児玉万平〒253神奈川県茅ケ崎市矢畑763-7

念0467-86-2508(自),03-502-0526(勤）

委員

名当英臣〒251神奈川県藤沢市藤沢2481

念0466-81-8290(自),03-409-7551(勤）

名和幸夫〒154東京都世田谷区奥沢6-6-10

s03-704-2371(自),03-793-0556(勤）

烏山睦郎〒113東京都文京区湯島3-28-12

念03-836-3574(自),03-822-3151(勤）

石)||光男〒222横浜市港北区篠原北2-9-7

a045-401-1676(自),03-233-1172(勤）

中上川貞次郎〒142東京都品川区豊町2-3-11

念03-786-8558(自),044-511-3111(勤）

‐
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5．海事思想普及委員会
委員長

今岡又彦〒251神奈川県藤沢市鵠沼海岸

5-8-23-101

S0466-34-1727(自),03-404-5311(勤）

委員

内藤渭朗〒249神奈川県逗子市逗子7-3-49

念0468-73-4972(自),03-553-7811(勤）

長江博人〒271干葉県松戸市根本72

高橋マンション403

念0473-61-2531(自)，03-452-5511(勤）

兵藤茂〒247神奈川県鎌倉市岡本120

念0467-46-3819(自)，03-772-8725(勤）

芳賀治一〒236横浜市金沢区釜利谷町3827

壷045-781-2664(自)，03-492-2088(勤）

関山光二〒251神奈川県藤沢市辻堂西海岸

1-1-20-502

e0466-34-6409(自),03-544-7374(勤）

吉田晴彦〒248神奈川県鎌倉市七里ケ浜東4-21-1

a0467-31-0717(自),03-543-5523(勤）

山本孝文〒154東京都世田谷区上馬2-26-6-504

a03-418-2906(自),03-662-3666(勤）

松浦剛〒142東京都品川区戸越2-9-3高橋方

缶03-782-9638(自)，03-493-8864(勤）

坂西正明〒152東京都目黒区碑文谷l-25-6-105

念03-712-5209(自）

中西健二〒246神奈川県逗子市山の根3-15-30

念0468-73-7880(自)，03-835-5203(勤）

支部海事思想普及委員長

(東海）

森章〒464名古屋市千種区内山町3-2-17

a052-733-1688(自),052-741-1688(勤）

(西内）

田中敬一〒738広島県佐伯郡廿日市町地御前田屋

50829-396-1750(自),0822-47-5540(勤）
'TI，ｰ、

（北海）

野村輝之〒061-21札幌市南区柏ケ丘1-7-1-105

S011-581-3021(自),011-214-4523(勤）

6．安全委員会

委員長

長江博人〒271千葉県松戸市根本72

高橋マンション403

a0473-61-2531(自),03-452-5551(勤）

委員

児玉万平〒253神奈川県茅ケ崎市矢畑763-7

念0467-86-2508(自)，03-502-0526(勤）

薬師寺千代美〒239神奈川県横須賀市鴨居3-957

壷0468-43-2051(自),0468-82-1212(勤）

伊藤静美〒251神奈川県藤沢市鵠沼松ケ岡1-3-2

缶0466-22-8607(自)，0467-74-1800(勤）

(27）

松原康孝〒238神奈川県横須賀市佐島1457

佐島マリーナ

sO468-56-0141

高井理〒215川崎市多摩区多摩美2-5-4

念044-966-7423

佐藤静治〒251神奈川県藤沢市辻堂西海岸

2-9-1-401

缶0466-34-6499(自)，

0466-25-1111内536(勤）

加藤祐一郎〒249神奈川県逗子市逗子5-4-31

a0468-73-1393(自),03-503-7986(勤）

村田和弥〒244横浜市戸塚区中田町926きよし荘

念03-436-5438(勤）

松浦剛〒142東京都品川区戸越2-9-3高橋方

壷03-782-9638(自)，03-493-8864(勤）

才田秀人〒231横浜市中区鷺山102シオン荘102

念045-662-7455(自),03-431-2633(勤）

岡芹寛和〒132東京都江戸川区中葛西3-6-10

エメラルド105

s03-504-1911

支部安全委員長

(関東）

長江博人前記に同じ

(駿河）

望月誠〒420静岡市南安倍3-15-30

e0542-85-7614(自）

(東海）

沓名洋一〒444-12愛知県安城市根崎町北根132

壷0566-92-0835(自)，0566-75-2000(勤）

(近北）

上羽正男〒606京都市左京区北白川上別当町18

a075-791-5172(自）

(内海）

飯塚功二〒656兵庫県洲本市古茂江1276

サントピァ

s07992-4-0401

(西内）

藤川龍生〒734広島市南区北大河町26-14

e082-251-1748(自),0822-49-9123(勤）

(玄海）

有吉伸二〒815福岡市南区長丘4-7-15

缶092-512-2745(自)，092-771-8800(勤）

(北海）

一鉄安司〒047小樽市錦町17-3

S0134-24-0135(自),011-222-3761(勤）

7．計測委員会（○印はIORメジヤラー）

委員長

林賢之輔〒240-01横須賀市秋谷1-1-29

念0468-57-5336
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副委員長

大橋且典〒136東京都江東区南砂2-3-7-1430

念03-646-9240(自),03-552-1750(勤）

委員

中村真〒240横浜市保土谷区卜毘j11町291

S045-381-3478(自),03-262-4631(勤）

沢地繁〒154東京都世田谷区上馬2-26-6-1201

チサンマンション

a03-421-1251

高橋太郎〒221横浜市神奈川区浦島町5-16-611

a045-453-5914(自),03-543-5523(勤）

桜井常雄〒247横浜市戸塚区小菅谷町2804-437

念045-892-3829(自),03-486-7241(勤）

松崎孝男〒253神奈川県茅ヶ崎市南湖3-2-20

a0467-85-9214(自),03-486-7241(勤）

○伊藤静美〒251神奈川県藤沢市鵠沼松岡1-2-26

念0466-22-8607(自),0467-74-1800(勤）

○木内安夫〒410-21静岡県田方郡韮山町

奈古谷1172

e05594-9-0559(自),0559-75-7020(勤）

○花川幸一郎〒509-51岐阜県土岐市泉ケ丘町5-60

念05725-5-3599(自),052-582-5511(勤）

○飯塚功二〒656兵庫県洲本市字原1565

s07992-2-9311(自),07992-4-0401(勤）

○田中龍男〒592大阪府堺市浜寺石津町西5-10-17

壷0722-65-6527(自),0722-62-8651(勤）

○斉藤彰〒816福岡県大野城市緑ケ丘4-3-12

念092-596-2846(自),092-801-5151(勤）

支部計測委員長

(関東）

伊藤静美前記に同じ

(駿河）

大坪六男〒420静岡市瀬名2554-1

a0542-61-1269(自),0543-45-0060(勤）

(東海）

大矢隆〒453名古屋市中村区下中村町1-101

e052-471-0432(自),052-241-8111(勤）

(近北）

田中康一郎〒611京都府宇治市広野町宮谷56-64

缶0774-44-3871(自),075-921-0311(勤）

(北陸）

増山隆〒921金沢市四十万町北イ42

念0762-98-2096(自)，

0762-48-1100内261

(内海）

飯塚功二前記に同じ

(西内海）

松本明雄〒73O広島市東区牛田早稲田4-10-20

牛田コーポD-702

念082-223-0542(自)，082-244-4655(勤）

(28）

(玄海）

大原元太〒815福岡市南区大橋4-21-3

s092-541-5006

(沖縄）

山城洋祐〒903那覇市首里末吉町1-187-2

云0988-84-8600(自)，

0988-67-0111内407(勤）

(北海道）

海老名敏男〒047小樽市稲穂4-12-7

a0134-25-4182(自),0134-24-2333(勤）

(宮城）

白烏誠〒983仙台市中野字神明135-1

S0222-58-5165(自）

8。技術委員会

委員長

渡辺修治〒240-01神奈川県三浦郡葉山町堀内588

念0468-75-0709(自)，

03-543-5523内8378(勤）

委員

高橋太郎〒221横浜市神奈川区浦島町5-16

神奈川芙蓉ハイツ611

a045-453-5914(自),03-668-7181(勤）

桜井常雄〒247横浜市戸塚区小菅谷町2804-437

念045-892-3829(自),03-486-7241(勤）

大橋且典〒136東京都江東区南砂2-3-7-1430

念03-646-9240(自),03-552-1750(勤）

中村真〒240横浜市保土谷区卜星川町291

a045-381-3478(自),03-262-4631(勤）

沢地繁〒154東京都世田谷区卜馬2-26-6-1201

チサンマンション

e03-421-1251

松崎孝男〒253神奈川県茅ケ崎市南湖3-2-20

a0467-85-9214(自),03-486-7241(勤）

林賢之輔〒240-01神奈川県横須賀市秋谷lL1-29

念0468-57-5336(自）

9．帆走委員会

委員長

武市俊〒336浦和市原山3-33-8-7-404

念0488-82-5598(自),0482-25-1753(勤）

副委員長

宮坂敬三〒239横須賀市馬堀海岸4-1-5-401

念0468-42-5281(自),

045-751-1231内3077(勤）

支部帆走委員長

(関東）

佐藤和夫〒277千葉県柏市中央2-7-3-209

e03-281-5441

(駿河）

浅井一省〒424静岡県清水市草薙1889

ー

メー
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念0553-46-9602(自),0559-63-5151

(東海）

中村孝〒443-01愛知県蒲郡市形原町

三浦町11-3

a0533-57-4401(自),0564-51-5911(勤）

(近北）

真田恒男〒616京都市右京区鳴滝石砂1

念075-463-8585,075-462-0246

(内海）

谷川晴彦〒590大阪府堺市城山台1-7-11

a0722-99-1213(自),06-372-2511(勤）

(西内）

佐伯敏則〒73O広島市出島1-4-7

念082-255-3522(自）

(玄海）

末松明〒816福岡市中央区平尾5-22-30

a092-581-9121(自）

(沖縄）

東江正喜〒901-21沖縄県浦添市沢岻955-2

念0988-77-5828(自）

(北海）

中山久明〒064札幌市中央区南7条西21

e011-561-0803(自),011-643-4692(勤）

関東支部帆走委員

副委員長

朝河清〒105東京都港区虎ノ門1-24-14

e03-440-1100(自),03-503-4781(勤）

委員

服部一良〒231横浜市中区仲尾台81

山手マンション705

念045-662-6029(自)，

03-212-0321内6320(勤）

大村雅一〒141東京都品川区上大崎2-10-45-1504

e03-446-5140(自),

03-212-5111内21316(勤）

稲葉文則〒413静岡県熱海市林ヶ丘18-5

念0557-82-3492(自),0557-81-9257(勤）

松崎義邦〒240-01神奈川県三浦郡葉山町

長柄1642-425

垂0468-75-6410(自)，03-747-5292(勤）

初鹿野幸生〒359埼玉県所沢市北野187-4

念0429-48-0448(自),03-402-6190(勤）

長江博人〒271干葉県松戸市根本70-2

高橋マンション403

s0473-61-2531(自),03-452-5551(勤）

藤森紀明〒236横浜市金沢区町屋町21-7

S045-781-8228(自）

岡田豪三〒235横浜市磯子区洋光台5-6-23-401

e045-833-1369(自),03-989-4414(勤）

小沢美弘〒143東京都太田区南馬込4-12-5

壷03-771-8098(自)，03-263-7201(勤）

坂西正明〒152東京都目黒区碑文谷1-25-6-105

a03-712-5209(自）

10．ルール委員会

委員長

石井正行〒236横浜市金沢区片吹113-3

S045-783-2166(自),0462-28-8121(勤）

副委員長

周東英卿〒143東京都大田区中馬込1-2-1

s03-771-7678(自),03-217-7766(勤）

平松栄一〒158束京都世田谷区尾山台1-ll-18

a03-661-0880(自),03-701-3067(勤）

委員

清水泰治〒155東京都世田谷区代沢2-24-3

a03-413-1888(自),03-623-6509(勤）

烏本洋一〒352埼玉県新座市新堀3-6-31

念0424-92-3379(自),03-252-2919(勤）

三宅智久〒244横浜市戸塚灰卜飯田254

念045-802-5902(自),03-480-1123(勤）

松崎義邦〒240-01神奈川県三浦郡葉山町

長柄1642-425

a0468-75-6410(自),03-747-5292(勤）

大村雅一〒141束京都品川区上大崎2-10-45-1504

aO3-446-5140(自),03-270-9211(勤）

藤田享〒215川崎市多摩区上麻生834-13

e044-966-3176(自),03-241-3311(勤）

平松隆〒152束京都目黒区自由ケ丘1-7-8

アルス201

念03-724-0026(自)，03-278-4825(勤）

支部ルール委員長

(玄海）

谷信明〒814福岡市西区城西1-1-19

念092-821-2573(自),092-271-7431(勤）

一

《
一 11．通信委員会

委員長

篠原要〒233横浜市港南区港南台6-1-43-501

合045-831-2370(自)，03-832-4422(勤）

副委員長

鈴木康之〒239横須賀市ハイランド1-40-10

a0468-48-5011(自),03-582-0782(勤）

委員

伊藤修二〒145東京都大田区東雪ケ谷2-2-1-603

念03-728-0362(自),03-759-7111(勤）

浦辺紘一〒249神奈川県逗子市逗子5-1-25

a0468-73-7314(自),

03-465-1111内5726(勤）

大谷正彦〒21l川崎市中原区上小田中943-3

ローズハイツ413

念044-733-3763(自)，

044-777-1111内6825(勤）

(29）
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坂西正明〒152東京都目黒区碑文谷1-25-6

缶03-712-5209

清水栄太郎〒ll2東京都文京区音羽2-1-20

念03-997-7368(自),03-941-7171(勤）

鈴木保夫〒275干葉県習志野市秋津2-4-3-706

念0474-51-7887(自)，03-442-2961(勤）

高城秀康〒232横浜市南区弘明寺301

a045-731-5369(自),03-503-3839(勤）

前田泰明〒lll東京都台東区清川1-13-13

合03-873-6142(自),03-873-6142(勤）

横沢真則〒177東京都練馬区谷原5-14-17

念03-997-6036(自）

渡辺龍彦〒226横浜市緑区竹山4-4-10

合045-934-3238(自)，

045-932-1231内480(勤）

支部通信委員長

(関東）

篠原要前記に同じ

(駿河）

増田隆美〒424静岡県焼津市中根新田121

念0546-24-9043(自）

(東海）

榊原秋元〒475愛知県半田市平和町1-71

念0569-22-6699(自),0566-42-1531(勤）

(近北）

森井幸治〒63O奈良市鵺舞東町1-75-102

合0742-44-0203(自)，0727-93-2855(勤）

（内海）

近藤絃一郎〒659兵庫県芦屋市奥池南町12-8

s0797-31-3821(自),06-441-8676(勤）

（西内）

小林勝海〒737-21広島県安芸郡江田島町

向側18320-5

盆082-342-0035(自）

（玄海）

岩永勇〒819-03福岡市西区大字田尻1052-4

合092-806-5057(自)，092-953-2488(勤）

（沖縄）

平良健〒903那覇市首里石嶺町4-202

念0988-86-2932(自),0988-66-2691(勤）

（北海）

田辺文彦〒064札幌市中央区南8条西25

旭ケ丘グリーンハイツ705

念011-563-4362(自）

12．法政委員会

委員長

嶋田武夫〒248神奈川県鎌倉市腰越3-32-17

念0467-32-4883(自)，03-284-5892(勤）

委員

松永武士〒160東京都新宿区西早稲田3-5-10

木正治

中村真

河村次郎

甘泉園ハイツ302

念03-202-6238(自)，03-284-5527(勤）

〒153東京都目黒区東山3-7-6

東山マンション501

s03-711-2022(自),03-543-6051(勤）

〒240横浜市保土谷区卜星川町291

S045-381-3478(自),03-403-7101(勤）

〒247横浜市戸塚区小菅谷町2804-536

S045-891-2177(自),03-504-1911(勤）

13．泊地対策委員会
委員長

平野喜美夫〒248神奈川県鎌倉市笛田1152-21

a0467-31-1956(自),

03-404-3311内2771(勤）

(法律顧問）

高木伸学〒184東京都小金井市東町5-15-7

缶0423-84-7557(自)，

03-353-8228～9(勤）

副委員長

犬塚英〒177東京都練馬区石神井台5-12-10

a03-929-6951(自),03-364-1690(勤）

委員

羽柴宏昭〒238横須賀市坂本町2-24

念0468-24-0377(自）

0468-22-4000内2438(勤）

平林滋〒150東京都渋谷区神宮前1-14-4

念03-478-5703(自),03-404-5411(勤）

亀井澄夫〒248鎌倉市大町2-4-7

a0467-24-8204(自),03-400-2044(勤）

山口彰夫〒150東京都渋谷区神宮前6-34-15

e03-400-1206(自),03-271-4055(勤）

矢吹秀邦〒150東京都渋谷区西麻布1-2-9

a03-408-1016(自),03-502-3021(勤）

菅原留意〒249逗子市久木3-10-22

a0468-71-3962(自),0468-61-5111(勤）

大河原孫一〒114東京都北区王子2-15

s03-911-2334(自）

横沢真則〒177東京都練馬区谷原5-14-17

念03-997-6036(自）

草間信二〒192八王子市子安町2-31-21

盆0426-42-5389(自),0426-42-7191(勤）

種村道彦〒130東京都墨田区干戈2-5-4

名当英臣〒251藤沢市藤沢2481

缶0466-81-8290(自),03-409-7551(勤）

宮森和美〒110東京都台東区上野7-9-14

壷03-845-2400(自)，03-843-2761(勤）

平田克己〒107東京都港区南青山5-1-10-1205

a03-407-6100(自),045-662-1321(勤）

川久保史朗〒187小平市小川町1-823

念0425-65-0266(自)，0423-41-3290(勤）
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へ

へ



昭和59年5月15日第110号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

石川平八朗〒194町田市つくし野1-36-28

念0427-96-9362(自),03-403-9203(勤）

藤森紀明〒236横浜市金沢区町屋町21-7

s045-781-8228(自）

竹下義紀〒335蕨市南町2-31-12

金0484-45-5045(自),0482-53-0571(勤）

鈴木博士〒273船橋市宮本4-18-8-503

S0474-31-7085(自),03-625-4484(勤）

石井孝〒272-01千葉県葛飾郡浦安町美浜
4-4-1004

念0473-53-2606(自）

(佐島）

大河原孫一〒114東京都北区王子2-15

s03-911-2334(自）

(小網代）

船越康男〒164東京都中野区上高田1-1-38

武蔵ハイム102

念03-362-5464(自)，03-233-2844勤）

(シーボニア）

平野喜美夫〒248鎌倉市笛田1152-21

e0467-31-1956(自),

03-404-3311内2771(勤）

(油壺）

並木茂士支部泊地対策委員長

(北海）

猿渡肇〒047-02小樽市桂岡11-12

s0134-62-6515(自),011-813-3232(勤）

〒22l横浜市神奈川区白楽39

念045-432-0356(自)，045-432-3927(勤）

(諸磯）

川久保史郎〒182東京都小平市小川町1-823

e0423-41-3290(自）

(横浜）

藤森紀明〒236横浜市金沢区町屋町21-7

a045-781-8228(自）

ゞ
（
一

関東支部フリート，キャプテン名簿
(江ノ島）

岩田｜偵夫〒248神奈川県鎌倉市腰越5-13-24

念0467-32-5296(自)，0466-22-3889(勤）

(葉山）

松本富士也〒222横浜市港北区篠原台町38-1

e045-401-2445(自),03-271-4055(勤）

(下田）

伊藤秀利 〒415静岡県下田市2-6-3

下田ボートサービス

念05582-2-6922(自),05582-2-5511(勤）

r墓墓墓………一一｝
新登録艇の紹介｜

|蝋鞍:削嚇‘1
次李玉江〆…、墨吏舞軍轟も墓も基軍罰詫車墓も雰 冥

う，たぶんなれる。／クルー：中田寛，宮脇十代生／

NORCへの要望：別の船で以前からレースなどには

できるだけ参加させていただいておりますが，参加グ

ループが一向に増えそうにないので，何か適切な手を

打っていただいて，一艇でも多くに出てもらって，楽

しみを増やしたいと思います。我が艇より後を走る艇

とは限定しません。ウチより早い艇もどんどん。

82おのころ丸スループ的形ヨットハーバー

12.3×9.2×3.7×2.2神村正弘，島津洋三ほか4名

（共同)／艇名の由来：日本古代神話より／抱負：乗

組員全員，的形族純血種で統一。20年前の1世のセー

ルナンバーを再登録して使用。レースに30％，クルー

ジングに30％，艇内宴会に30％，ヨットライフを楽し

む予定。／クルー：有名人なし。

■国

1604KAZACOMACHIノーリン34淡輪Y･H

10.2×9.2×3.38佐野康夫，井尾典雄，稲葉光美，

伊丹芳則，榎本彰，四ヶ所雄宏，次田周一，中西伸夫，

柳本茂－，結城健夫，徳本佳子（共同）／艇名の由来
：ナシ／抱負：ナシ

3284VANGUAROVD大橋36博多10.8×8.6

×3.6×2.2末松明，川添龍男（共同）

3197ヒリュウ6FS-30柳ヶ崎（琵琶湖)9.6

X7.50×3.38×1.80前田信義今村孝司，正木勝彦，

藤井忠，萬木寛次（共同）／艇名の由来：悲運の末路

をたどった旧日本海軍の飛龍がいき，ここ琵琶湖に

雄々しく再現される，という大きな意味を持って，そ

の期待に十分こたえながら湖上を滑っています。〈飛

龍六世〉は。／抱負：平均年齢37歳，この大きなハン

ディを乗り越えるために走る艇を追い求めています。

あとは年齢からくるテクニックをフルに活用して常勝

チームになること。なれる，なれるかな，なれるだろ
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尋､26CEX誕生､クォータートナー最上級艇もヤ
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罰

Z=-i'.-
沙彊

､湧

最高の居住空間をもつクォータートナーを。

このコンセプトのもと､ヤマハ26Cをベースに完成した

ヤマハ26CEXoフォクスル､メインキャビンをはじめ、

トイレルームまで独寸空間としたゆとりの設計を施しました

内装にはFRPﾄﾘﾑ､デッキライナーを使用し、

数ランク上のインテ|ノアを実現していま魂

スレンダーな艇体には､優れた帆走性.操作性を凝縮。

イージーセイリングからハードセイリングまで、

幅のある帆走が楽しめま戎

クォータートナー最上級艇として､いまヤマハから。

草

頭､箸､蕊

，.f′,､弘一
亀‘そく､､､‐

主要諸元●全長/7.98(、)●水線長/6.40(、）

●全幅/2.80(、)●吃水/|､55(、）

●船体重量/2,045(kg)●完成重量/2,'50(kg）

●バラスト重量/650(kg)●全セイル面積/27.0(mz）

●バース数/5(名分)●呼称最大馬力/7.5(ps）

●連続最大馬力/6.5(ps)●燃料タンク容丑/25(2)

●清水タンク容量/70(2)●航行区域/沿海

F一一

麹劉詞ⅧAHA･26$[x

MMAHA資料菫希望の方は一〒438静詞県磐田市新貝250O
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